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新
聞
か
ら
み
る
昭
和
　
年
代
の
日
光

４０

　
昭
和
　
年
代
と
い
え
ば
、
ア
ポ
ロ
　

４０

１１

号
の
月
面
着
陸
や
大
阪
万
博
な
ど
、
希

望
と
活
気
に
満
ち
た
時
代
と
し
て
懐
か

し
く
思
う
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
高
度
経
済
成
長
期
の
後
半
に
当
た
る

こ
の
時
代
は
、
多
く
の
開
発
が
行
わ
れ
、

本
市
で
も
旧
今
市
市
役
所（
現
日
光
市

役
所
本
庁
舎
）や
野
岩
鉄
道
の
建
設
、

多
く
の
林
道
の
開
削
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
自
然
破
壊
や
公

害
な
ど
の
問
題
も
表
面
化
し
、
環
境
や

景
観
の
保
護
が
叫
ば
れ
ま
し
た
。
神
橋

脇
の
国
道
沿
い
に
生
え
る
太
郎
杉
に
係

る
「
太
郎
杉
裁
判
」
は
、
そ
の
代
表
例

と
し
て
全
国
的
に
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
足
尾
銅
山
の
閉
山
な
ど
、
地
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市市 民民 割割 引引 券券
（１枚につき、５名様まで有効）

　
こ
う
し
た
出
来
事
に
つ
い
て
の
報
道

や
論
評
を
、
い
ち
早
く
、
広
く
伝
え
た

の
は
新
聞
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
メ

デ
ィ
ア
が
発
達
し
た
今
日
に
お
い
て
も
、

新
聞
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
重
要

な
情
報
源
で
す
が
、
近
現
代
の
歴
史
を

ひ
も
と
こ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
当
時

の
出
来
事
や
世
論
を
端
的
に
知
る
こ
と

の
で
き
る
第
一
級
の
歴
史
史
料
と
し
て

の
価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
本
市
域
に
関

す
る
昭
和
　
年
代
の
新
聞
記
事
を
展
示

４０

し
、
こ
の
時
代
の
歴
史
の
一
端
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。
当
時
の
出
来
事
を
懐
か

し
む
と
と
も
に
、
日
光
の
歴
史
に
つ
い

て
、
理
解
・
関
心
を
よ
り
深
め
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

興
催
し
興

◆
企
画
展
　「
新
聞
か
ら
み
る
昭
和
　
年
４０

代
の
日
光
」

　
６
月
　
日（
日
）ま
で

２６

◆
弁
天
沼
植
物
調
査

　
５
月
７
日（
土
）午
前
８
時
　
分
か
ら

４０

◆
千
本
木
周
辺
植
物
調
査

　
５
月
　
日（
土
）午
前
８
時
　
分
か
ら

２１

４０

興展覧会「生誕１３０年記念　小杉放菴　所蔵名品撰」

会　　期：４月１６日（土）～５月２９日（日）

開館時間：午前９時３０分～午後５時（入館は午後４時３０分まで）

入　館　料：一般…７００（３００）円、大学生…５００（２００）円、高校生以下…無料

　　　　　※（　）内は市民割引券を利用した際の料金です。

日
光
市
中
央
町
　‐
１（
今
市
図
書
館
隣
）　緯（
　）６
２
１
７

２９

２２

開
館
時
間
　午
前
９
時
〜
午
後
６
時（
入
館
無
料
）

休
館
日
　毎
週
月
曜
日
、
祝
日
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前回公演の様子。と　　き：５月２８日（土）

　　　　　第１ステージ　午後４時開場、午後４時３０分開演

　　　　　第２ステージ　午後５時４５分開場、午後６時１５分開演

出　　演：富山県民謡越中八尾おわら保存会

入　場　料：３，０００円

定　　員：各ステージ１３０名（先着順）　※入れ替え制です。

チケット：４月２８日（木）から、美術館、中央公民館、日光公民館で販売

東日本大震災復興支援特別企画「風の盆　越中おわらⅤ」

越　　中おわらの代表的な歌詞「 八  尾  四  季 」を小杉放菴が作詞した縁に
やつ お し き

より、美術館で５回目の「風の盆　越中おわら」公演を開催します。

富山県外にはほとんど出ることがない「富山県民謡越中八尾おわら保

存会」による、本場の踊りと演奏を間近で体感できる貴重な機会です。

　なお、本公演は、入場料収入の一部を、震災義援金として寄付させ

ていただきます。

域
経
済
に
大
き

な
影
響
を
与
え

た
出
来
事
も
あ

り
、
激
動
の
時

代
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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作
品
を
募
集
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすす
外外外外外外外外外外外外外外外外外外外

　
川
柳
・
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

応
募
先
及
び
く
わ
し
く
は

秘
書
広
報
課
　広
報
広
聴
係

緯（
　
）５
１
３
５
・
胃（
　
）５
１
０
９

２１

２１

介

公

短
　
歌
　
選
者
　阿
久
津
仲
一

駅
へ
向
か
ふ
ブ
ー
ツ
の
人
に
距
離
を
置
き

コ
ツ
コ
ツ
と
い
ふ
音
に
 従
 ふ

し
た

白
土
武
夫

 啓
  蟄
 の
過
ぎ
て
春
待
つ
我
が
庭
に
深
々
と

け
い
 ち
つ

雪
た
だ
静
か
な
り

　
　
　
星
　
恭
子

梅
林
の
 小
  径
  辿
 れ
ば
行
き
ず
り
に
 亡
  夫
 の

こ
 
み
ち
 た
ど
 

つ
 
ま

面
影
み
て
見
送
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
北
崎
　
君

海
底
に
一
瞬
春
を
沈
め
た
り
東
北
関
東
大

震
災
は

植
田
義
雄

春
な
る
も
未
だ
に
消
え
ぬ
悲
し
さ
に
 泪
 色

な
み
だ

せ
し
花
の
咲
き
た
り

村
田
登
美

雪
解
け
し
弥
生
三
日
の
花
祭
り
菜
の
花
倒

し
春
一
番
吹
く

大
森
ト
ミ
子

未
曽
有
な
る
 陸
  奥
 の
地
震
に
大
津
波
テ
レ

む
 
つ

ビ
を
見
つ
つ
涙
と
ま
ら
ず

櫻
澤
総
一

川
　
柳
　
選
者
　日
野
原
冗
児

ナ
ビ
任
せ
老
化
予
防
の
独
り
旅

深
谷
和
子

人
生
の
た
す
き
を
妻
と
掛
け
直
す青

木
照
雄

里
雪
の
う
ち
に
か
き
消
す
恋
ひ
と
つ

手
塚
貴
子

人
生
の
周
遊
券
を
買
い
戻
す

吉
原
一
典

愛
の
文
字
 辿
 れ
ば
母
の
膝
の
上

た
ど

大
橋
芳
明

鬼
の
面
時
に
は
借
り
て
世
を
渡
る福

田
恒
産

 梅
  香
  藻
 の
花
は
流
れ
に
逆
ら
わ
ず

ば
い
 
か
 
も

田
中
　
孝

俳
　
句
　
選
者
　須
藤
火
珠
男

行
く
雲
に
思
い
を
馳
せ
て
卒
業
す

渡
辺
ミ
チ
子

し
も
た
屋
の
ウ
ィ
ン
ド
ー
広
し
木
瓜
の
花

白
土
武
夫

自
愛
し
て
期
す
る
事
あ
り
春
日
差
し

徳
本
英
子

春
雪
の
き
ら
め
き
そ
っ
と
す
く
い
け
り

鈴
木
キ
ヌ
子

砲
火
身
に
浴
び
た
る
思
ひ
花
ふ
ぶ
く

星
野
恒
志

会
釈
し
て
鉢
石
宿
を
 雛
 巡
り

ひ
な

松
本
武
久

含
満
の
百
の
地
蔵
に
春
の
雪

福
田
美
代
子

興
生
涯
学
習
っ
て
な
に
？

　
生
涯
学
習
は
学
校
の
勉
強
と
は
違

い
、
自
分
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
す

る
た
め
に
、
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

場
に
お
い
て
必
要
に
応
じ
て
行
う
学

習
で
す
。
具
体
的
に
は
、
趣
味
や
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
、
地
域
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て

み
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　
市
内
に
　
あ
る
公
民
館
で
は
、
皆

１７

さ
ん
の
生
涯
学
習
を
お
手
伝
い
す
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
教
室
・

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
次
回
か
ら
、
各
公
民
館
の

教
室
・
講
座
に
参
加
し
て
い
き
い
き

と
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
・
講
座
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

興
生
涯
学
習
か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ

　
公
民
館
の
教
室
や
講
座
の
目
的
は
、

専
門
的
な
知
識
や
技
術
の
習
得
で
は

な
く
、
学
び
の
き
っ
か
け
を
提
供
す

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
同
じ
分
野
に

興
味
を
持
つ
仲
間
と
出
会
う
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
も
、
大
切
な
目
的
の

一
つ
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
自
治
会
や
職
場
・
学

校
の
仲
間
、
近
所
の
方
な
ど
、
多
く

の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
生
活
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
分
か
ら
積
極

的
に
人
と
関
わ
る
こ
と
は
、
地
域
へ

の
愛
着
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
が

芽
生
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
地
域
の
方
が
出
会
い
、

語
り
合
い
、
ふ
れ
あ
う
場
所
「
公
民

館
の
教
室
・
講
座
」
に
参
加
し
、
生

涯
学
習
と
仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
　
公
民
館
で
の
新
し
い
出

会
い
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
第
１
歩
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

民
館
の
教
室
・
講
座
紹

市市民民ののひひろろばば

①
公
民
館
の
教
室
・
講
座
と
生
涯
学
習（
中
央
公
民
館
）

参
加
者
の

　
声
で
つ
な
ぐ
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編み物教編み物教室室

フラダンス教フラダンス教室室

水墨画教水墨画教室室


